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住みごこち一番・可児ー若い世代が住みたいと感じる魅力あるまちの創造

はぐくもう 思いやりの心

人権啓発シンボルマーク

人権擁護都市かに

可児市人権啓発センター（可児市総合会館分室内）
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検　索

本センター
設立25周年祝

人権尊重モデル地区指定
（法務省）（Ｈ２）

センター設立総会
H3.12.7 実施

「人
じんけん

権擁
よう

護
ご

都
と し

市宣
せんげん

言」看板設置
（市役所駐車場県道側）

行政主導から民間主導に改編
（役員・事務局）

推進員会設置

リーダ―会設置
人権相談室設置
展示室設置

キャラクターデビュー
（4コママンガ機関紙掲載）
新H/P開設発信

子どもいじめ防止等学校への
サポート４事業開始・他

ぬ
く
も
り
人
権
啓
発

「
標
語
と

　3
0
0
字
小
説
」

●
テ
ー
マ

「
い
じ
め
防
止
」に
つ
い
て

小
説
は
会
話
を
い
れ
る
こ

と
●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

（
小
中
学
生
）（
高
・一
般
）

●
応
募
方
法

は
が
き
の
表
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
、裏
に
作
品（
小

説
1
点
、標
語
2
点
ま
で
）

●
応
募
締
切

9
月
12
日（
消
印
有
効
）

●
入
賞
作
品
数

標
語
約
30
点
・
小
説
約
7

点
●
入
賞
発
表

11
月
初
旬
本
人
通
知

（
小
中
学
生
は
、学
校
か

ら
）

●
作
品
展
示（
入
選
）

人
権
週
間（
12
月
5
日
〜

10
日
）

市
図
書
館
等
で
展
示

ま
た
機
関
紙「
ぬ
く
も
り
」

等
に
掲
載

＊
入
賞
者
に
は
、表
彰
状
と

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

＊
小
中
学
生
は
全
て（
応
募

〜
）学
校
か
ら

●
あ
て
先

本
セ
ン
タ
ー
宛（
本
表
紙

ご
参
照
）

集集
募募

第
16
回

可
児
市
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー

が
設
立
25
周
年

を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
3
年
12
月
の
設
立
総
会
に
お
い

て
、「
私
た
ち
は
互
い
に
相
手
を
尊
重

し
あ
い
信
頼
し
あ
い
な
が
ら
、
人
間
と

し
て
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
、
心
豊

か
に
し
あ
わ
せ
に
す
ご
せ
る
社
会
が
実

現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
可

児
市
を
人
権
擁
護
都
市
と
す
る
こ
と
を

宣
言
し
て
以
来
、
継
続
的
な
人
権
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

人
権
は
、
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
お
い
て
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
で

あ
る
た
め
、
そ
の
擁
護
は
市
民
参
加
な

く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

今
後
も
可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

と
共
同
し
て
、
人
権
尊
重
の
気
運
を
高

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
筆
な
が
ら
、
可
児
市
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー
の
一
層
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の

ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
寄
稿

設
立
25
周
年
の
佳
節
に
寄
せ
て

設立25周年みなさま の おかげです！

可
児
市
長   

冨と
み

田だ

成し
げ

輝き

平成3年 平成12年 ～平成28年

県下 3施設
の1つ

［本センタースローガン］

はぐくもうおもいやりの心



（年4回位）
役員、推進員/研修・運営

研修会／リーダー会等

継続発信（約週一回編入有）

この活動は、皆様と共にあり
ます
！

人権相談

何か困ったらご相談を！
「ハラスメントの対応」

（弁護士：松波克英氏　職員・企業・市民参加）

学校・企業啓発

・人権教育   ・同和教育

人権講演会

ぬくもり標語・300字小説募集

機関紙発行（ぬくもり）地域・家庭啓発

家庭教育学級 等

街頭啓発活動

「健康フェア（アーラ）」（初の出典）

帷子小・桜ヶ丘小で開催
（個性を大切に）

（第7～8回）ぬくもり教室

●ぬくもり本（人権本）を巡回
●小学校2コース
●児童用／教師用：同時
●１ヶ月毎・巡回
●スタート：5月～
読者にしおり差上げています。

人権4コマまんが「ぬくもりまゆちゃん」入り

（全戸配布・年三回）

市役所ロビー又、市図書館掲示

「センターだより」発行（随時）

人権本巡回制度
（ぬくもりブックス・フロー）

「子どもの人権・道徳教育へのサポート
の充実」
（「互いの個性を信じ、たたえ合いの心」を！）
～大人たちのぬくもりある自覚から～

未来ある子どもの育みを！理念 人は差異・多様ゆえに認め、学び合う人間主義で！

啓発人口　8,500名／年
（本センターの活動に関わり合った人数）

目標

平成28年度の活動と27年度報告のあらまし平成28年度の活動と27年度報告のあらまし

「道徳勉強会」＝「提言書」「報告書」の提出
〈概要〉
小・中学校の道徳教育の教科化が、小学校：H30年4月、
中学校：H31年4月から実施されることに呼応して、人
権の要である道徳を学び合
った。その結果を提言書と報
告書の2冊にまとめ、冨田市
長、篭橋教育長に提出した。

・勉強期間：
H26.7.24～H27.10.23
・研鑽人員：
19名（本センター関係者）

重点

●文字大きさ大・中・小変更可
●ぬくもり日記
●行事案内・募集
●今週のビタミン
●センター紹介
●ぬくもり4コマ「マンガ」

ホームページ

平成
２７年

度活動報告

啓発人口実績
11,164名
（目標8,000名）

達成！達成！〈
１万

人啓発運動〉

（年4回位）役員、推進員/研修・運営（年4回位）役員、推進員/研修・運営

新会長挨拶 会長　齋藤美智子

本センター設立 25 周年の佳節
において、前会長の岡部様から、
引き継がせていただきました。私
も人権に関わり 10年目となりま
す。この間、多くの事業を試行錯
誤しながらも、本センタースロー
ガンの「はぐくもう思いやりの心」
が少しでも広まるよう努めてまい
りました。こうしたことも永年尽
力された諸先輩と共に、市民の皆

様のご支援とご協力の賜と心より
感謝申し上げます。
「人間のいる所に人権あり」と
言われ、また「継続は力なり」と
言われます。市民の皆様がより良
く助け合える心の醸成となれるよ
う活動をしてまいります。今後と
もご支援ご協力の程よろしくお願
い申し上げます。

自作「人権本」が完成！
1、「じんけんなあに？」
「人権を育む 4要素」とは？
著作 :22 ページ（15項目）
マンガ :15 ページ（29編）

2、「しあわせに 生きあうとき」
機関紙「ぬくもり」の各コーナー
の記事を、選考して抜き出したも
のです。

★設立25周年を記念して、先着10名様（市内在住の方
に限り）に本書籍を差し上げます。（自宅送付します）
6月20日（月）9:30～16:00の間に☎63-7990まで
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※具体的な人権的対応は、次回（10月号）に掲載します。

複写禁止

特集
平成28年 4月1日から施行された「障害者差別解消法」について人権の上から考えたいと思
います。
　「差別や偏見は、いけない」と思いながら障がい者へのこうしたことに気づかないでいる人がいます。
健常者と障がい者の違いは、人間として生きている中で共有していることが多くあることを忘れてし
まっていることから起こることが多いと言われます。そこで人は、どのような中で生きているか。また
人が生まれ出た役割としての個性を考え、この人権の諸法を実効あるものにしていきたいと考えます。

「障がい者人権について」その①
～「障害者差別解消法」の施行にあたり～

注意：「　」内・法律名と同じ

①同じ地球の日本・岐阜県・可児市に住む不思議な縁が
あります。

②同じ空気（酸素）を吸っています。
③同じ太陽の光や雨を浴びています。（紫外線過敏症は障り
あります）

④同じ時間を過ごしています。（四季を感じています）
⑤みんな母親から生まれました。（みんな母親を、選ぶこと
はできません）

⑥自分の誕生と死亡の瞬間は、生涯分かりません。
⑦自分の命がどこにあるか分かりません。
⑧明日のこと、瞬間後の自分の運命は分かりません。
⑨自分の真顔は、一生見られません。（鏡・写真は虚像です）
⑩先祖は、みんな同じで親戚であるという説を余り知っ
ていません。（遺伝子科学から、最近実証され分かりました。
人類の先祖は、アフリカのひとりの女性から広がりました。
女性しか持っていない遺伝子をたどり分かりました。）

⑪他

人間が共有している平等のいろいろ1
①従来の社会はどちらかと言うと、こうしたそれぞれの
個性の違いにより、社会生活をするうえで不都合な場
合はあったとしても、見過ごされてきたことは多くあ
ります。
②人は、最大多数の健常者社会を先んじて築いてきました。
③接客差別も往

おうおう

々にしてありました。それは接客のルー
ル化がないため、店等でまちまちなことから無視され
たり、障がい者の遠慮を招くことになってしまうきら
いもありました。（盲導犬・車いす等の来店時・交通上のバ
リア対策等）

④人間生活をする上で平等に機会均等を受ける権利を人
間の権利として互いに心づかいをし合うことは、うる
わしい心の地域づくりのためにも大切なことです。
⑤また現在は、自ら障がい者にならないとは限らない、
高齢社会・交通社会です。

この法律がつくられた経緯3

この法律は、「障害者手帳」持っていない人・障がい児
も対象です。
①身体障がい者　　②知的障がい者　　③精神障がい者
④発達障がい者（心や体のはたらきに障がいがある人）
⑤障がいや社会の中にある乗り越えにくい壁（バリア）
によって日常生活や社会生活に相当な制限を受けてい
る人全てが対象です。

障がい者とは（対象者）4

①役所、公共施設、会社やお店など
②同じサービスなどを繰り返し継続する意思を持って行
う者
③ボランティア活動・他法人格の活動グループも含まれ
ます。

対象となる事業者とは5①顔形。　　　②体つき。（身長・体重等）
③指の指紋。　④健康状態。（運動能力）
⑤性格。
⑥思考。（賛成・反対はあるにせよ差異はある）
⑦生活行動。（同じ行動を目指しても動きは差異がある）
⑧DNA。（みんな先祖は同じであっても）
⑨専門・趣味等での能力。（同じものを目指しても結果は違う）
⑩他

人間が、皆違う個性のいろいろ2

上述のように、人は互いが多くのことを共有しており、
また個性を持ち合わせていることから、健常者と障がい
者の分け隔てなく生活の上での対応を、重すぎない範囲
で事業者等が「合理的な配慮」により進めていこうとい
う法律です。（障がい者の優遇や新しい権利をつくるものではありません）

自らの不都合や面倒等で配慮しない場合「不作為差別」と
なり人権侵害となります。（特に対象事業者の場合）

★これほどに人間にとって平等に共有している点がある
のです。まして障がい者になろうとしてなったわけで
はないのです。あなたの身代わりでなっていると言う
論説もあるくらいです。障がい者への差別や偏見は、
同じ人間として許し難い行為として、法で取り締まり
ながらもそれを個性と捉え、共生できる社会をつくろ
うとしています。

★障がい者が、日常や社会生活にバリアや制限のない継
続的な行動ができるようにしていこうとする法律が「障
害者差別解消法」です。

次に、人の個性と言われる、人それぞれのことをあげて見
ました。〈これらの差異こそ他人のための役割として使われ
ることが大切なことです。〉
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心のドア

　～真
のことと

は？～まこと

★
熊
本
地
震
に
心
が
痛
み
ま
す
。

真
心
の
募
金
と
早
い
復
興
を
祈
り

ま
し
た
。

★
日
本
は
じ
め
世
界
の
様
相
が
、

怪
し
く
な
っ
て
い
る
。
不
条
理
や

理
不
尽
な
こ
と
に
、
そ
れ
は
違
う

か
ら
駄
目
だ
と
い
え
な
い
風
潮
が

あ
る
。

　
大
企
業
・
政
治
家
・
行
政
官
等

の
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
る
。
欺ぎ

瞞ま
ん

を
平
気
で
言
い
、

や
っ
て
誇
張
し
て
紛ま

ぎ

ら
わ
す
。
こ

う
し
た
結
果
、
謝
り
の
会
見
を
何

度
か
見
る
。

　
世
界
で
も
同
じ
で
、
安
穏
さ
の

な
い
世
相
で
あ
る
。

　
リ
ー
ダ
ー
は
、
も
っ
と
人
間
ら

し
さ
、
潔
癖
さ
、
本
気
さ
が
欲
し

い
も
の
だ
。

★
「
善
な
ら
ざ
る
者
は
、
か
り
そ

め
に
も
幸
福
に
預
か
る
権
能
な
し
」

と
劇
作
家
の
長
与
善
郎
は
い
う
。

★
福
沢
諭
吉
も
「
天
は
、
人
の
上

に
人
を
造
ら
ず
│
」
と
。
人
は
平

等
で
あ
り
人
に
対
し
て
特
権
な
ど

な
い
と
い
う
。
本
紙
「
特
集
」
に

記
し
た
よ
う
に
人
は
多
く
の
平
等

を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
心
し
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

★
諭
吉
は
、「
心
訓
七
則
」
で
い
う
。

「
悲
し
い
事
は
う
そ
を
つ
く
こ
と
」

そ
し
て
最
後
に
「
美
し
い
こ
と
は
、

す
べ
て
の
も
の
に
愛
情
を
持
つ
こ

と
と
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

★
今
年
度
も
、
市
民
の
皆
様
の
心

に
届
く
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
と
懸
命

に
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
編
集
者
：
川
手
靖
猛
）

人
間
は
、
人
か
ら
生
ま
れ
出
る
が
、
ど
こ
の
父

母
の
所
か
ら
生
ま
れ
た
い
と
の
希
望
は
持
て
ま
せ

ん
。
故
に
、
父
母
に
は
顔
は
似
て
は
い
て
も
、
思

う
こ
と
や
る
こ
と
等
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
違
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

だ
れ
し
も
自
分
ら
し
く
考
え
、
自
分
ら
し
く
振

る
舞
う
こ
と
を
欲
す
る
個
性
を
持
っ
て
生
ま
れ
出

ま
す
。
十
人
十
色
と
言
わ
れ
る
所ゆ

え
ん以
で
す
。
よ
っ

て
、
人
間
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
違
い
が
あ
り
、
だ
れ

し
も
全
く
同
じ
こ
と
は
、
一
つ
も
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
家
族
・
地
域
・
国
な
ど
集
ま
り

に
よ
り
、
互
い
の
相
乗
効
果
で
う
ま
く
い
く
も
の

で
す
。
す
べ
て
が
同
じ
考
え
や
行
動
で
は
、
た
ち

ま
ち
争
い
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
故
に

人
は
、
自
分
の
で
き
る
能
力
や
働
き
を
探
し
、
発

揮
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
差
異
の
大
切
さ
は
、「
み
ん
な
違
っ

て
み
ん
な
い
い
」（
金
子
み
す
ゞ
）
の
言
う
こ
と

な
の
で
す
。

今
、
世
界
は
混
沌
と
し
た
争
い
の
中
に
あ
り
ま

す
。

〜
（
省
略
）
〜

互
い
の
悪
い
と
こ
ろ
を
補
い
合
い
、
ま
た
共
通

す
る
と
こ
ろ
を
み
つ
け
な
が
ら
、
対
話
し
理
解
し

て
い
く
こ
と
を
原
理
原
則
に
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
一
人
ひ
と
り
を
守
る
標
榜
で

あ
っ
て
、
そ
の
権
利
の
内
容
を
認
識
し
て
、
そ
の

事
態
に
な
っ
た
時
に
、声
を
挙
げ
ら
れ
る
と
き
に
、

自
分
で
自
分
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
憲
法
で
護
ら

れ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
大
事
の
こ
と
に
向
か
う
に
は
ど
の

よ
う
な
考
え
が
必
要
な
の
か
を
み
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、

①
人
間
の
命
の
平
等
性
と
可
能
性
を
深
く
認
識
す

る
知
恵
が
必
要
。

②
ど
ん
な
差
異
も
互
い
の
人
間
性
を
薫
発
す
る
糧

と
し
て
い
く
勇
気
が
必
要
。

③
他
者
の
苦
し
み
に
寄
り
添
う
心
を
持
つ
こ
と
が

必
要
。

こ
の
こ
と
が
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
よ
り
発

信
し
て
い
る
著
名
人
講
話
録
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
こ
そ
人
間
を
中
心
と
し
た
考
え
で
あ
り
、
人
権

の
意
と
す
る
究
極
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

「
差
異
こ
そ
、人
間
社
会
で
大
切
な
こ
と
」

今
週
の
ビ
タ
ミ
ン

発
信
日
：
2
0
1
5
年
12
月
4
日
編

﹇
取
材
記
事
で
す
﹈

★
2
人
の
少
年
の
母
が
、
突
然
亡
く
な
っ
た
の
は
、

兄
が
中
学
生
、
弟
が
小
学
生
の
時
で
あ
っ
た
。

　
程ほ

ど

な
く
父
の
店
が
倒
産
、
悩
ん
だ
の
ち
、
兄
を
知
人

の
仕
事
場
に
居
食
だ
け
で
奉
公
さ
せ
、
弟
を
親
戚
に
預

け
た
。
幸
い
に
も
、
兄
は
中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
温
か

く
育
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
奉
公
を
終
え
た
後
は
、
職
を

転
々
と
し
た
。
弟
は
高
校
進
学
し
、
そ
の
後
苦
学
で
大

学
を
卒
業
し
た
と
言
う
。

　
2
人
の
兄
弟
の
心
に
は
、
常
に
親
代
わ
り
を
し
て

く
れ
た
人
へ
の
恩
が
あ
っ
た
。
又
幾
つ
に
な
っ
て
も

母
を
思
い
出
し
涙
し
た
と
言
う
。
家
を
離
れ
る
時
、

母
の
好
き
な
桜
の
苗
を
庭
の
隅
に
植
え
、
こ
の
桜
の

木
が
大
き
く
育
つ
時
に
2
人
で
見
に
来
た
い
と
誓
い

合
っ
た
と
言
う
。
家
が
人
手
に
渡
っ
て
も
、
桜
の
木

は
そ
の
場
所
で
大
き
く
枝
を
伸
ば
し
て
大
木
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　
や
が
て
、
兄
は
同
じ
境
涯
の
苦
労
し
て
い
る
人
の
た

め
の
社
会
団
体
の
長
と
な
っ
て
活
躍
し
て
、
弟
は
、
地

域
の
た
め
に
懸
命
に
汗
を
流
し
て
認
め
ら
れ
、今
で
は
、

市
の
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
言
う
。

　
今
年
、
兄
弟
は
あ
の
時
の
「
母
の
桜
」
を
見
た
。
桜

は
「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
2
人
を

抱
く
よ
う
に
、
こ
の
日
が
満
開
と
な
っ

た
。
2
人
の
ほ
ほ
に
ふ
た
す
じ
の
涙
が

流
れ
て
い
た
│
│
と
い
う
。

あ
ん
な
に
テ
ス
ト

　
勉
強
し
た
の
に

　
　
ダ
メ
だ
っ
た
…

勉
強
っ
て

な
ぜ
す
る
の
か

な
？

長
い
人
生
に
は

多
く
の
考
え
る
事

が
あ
る
も
の
よ

悪
知
恵
は
よ
く
な
い
が

人
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
考
え
る
事
‼

そ
れ
も
大
事
な

勉
強
な
ん
だ
よ
！

「
寝
る
子
は
育
つ
」

と
言
う
か
ら

頭
が
良
く
な
る

よ
う
に
早
く

寝
よ
う
か
な
♥

ま
だ
夕
方
の

6
時
な
の
に
…

　
人
は
い
か
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と

も
、
嘆
か
ず
腐
ら
ず
に
お
か
れ
た
環

境
の
中
で
精
一
杯
の
こ
と
を
し
て
い

れ
ば
、
道
は
必
ず
開
か
れ
る
こ
と
を

こ
の
兄
弟
は
教
え
て
く
れ
た
。
明
け

な
い
夜
は
無
い
し
、
太
陽
の
昇
ら
な

い
日
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
│
│
。

「
強
く
生
き
る
素
晴
ら
し
い
兄
弟
」
の
こ
と

﹇
啓
発
の
ひ
か
り
﹈

〈学ぶことはなぜ大切なの？〉
作：Y・K／画：miho
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